
よって、中山間地域はもとより都市部において
も、住民に食料品の購入や飲食に不便や困難を
もたらす「食料品アクセス問題」が発生してお
り、地域の実態に応じた有効な食料品のアクセ
ス改善を図ることが緊急の課題となっている。
このため、食料品へのアクセスが困難となって
いる地域において、高齢者等への食料品の円滑
な提供を図るため、民間事業者等が市町村等と
連携して行う地域の実態を踏まえた取組を支援
するとともに、「食料品アクセス問題ポータル
サイト」を開設し、関係府省・団体の施策や取
組等について、ワンストップでの情報提供を実
施した。
加えて、東日本大震災の被災地で仮設住宅入
居者等が利用できる農園において、農村高齢者
による技術指導の下で、農作業を通じて被災者
の心身のケアを行う取組を支援した。
さらに、「水産基本法」（平成13年法律第89
号）に基づき策定された「水産基本計画」（平
成24年3月閣議決定）を踏まえ、高齢者に配慮
した施設整備を実施した。

5　高齢社会に対応した市場の活性化と
調査研究推進のための基本的施策

「高齢社会に対応した市場の活性化と調査研
究推進のための基本的施策」については、高齢
社会対策大綱において、次のような方針を示し
ている。

高齢者が健康で活躍しやすい環境づくり
のために、高齢者に優しく、ニーズに合致
した機器やサービスの開発を支援すること
で、高齢者向け市場を活性化させ、高齢者
の消費を高めるとともに、高齢化に対応し
た産業の強化等を通じて高齢者が生活の質

を保ち、安心で快適で豊かな暮らしを送る
ことができるような環境を形成する。
また、科学技術の研究開発とその活用
は、高齢化に伴う課題の解決に大きく寄与
するものであることから、高齢者に特有の
疾病及び健康増進に関する調査研究、高齢
者の利用に配慮した福祉用具、生活用品、
情報通信機器等の研究開発など各種の調査
研究等を推進するとともに、そのために必
要な基盤の整備を図る。

（1）高齢者向け市場の開拓と活性化
ア　医療・介護・健康関連産業の強化
公的保険に依存しない医療・介護機関と民間
サービス事業者等が連携した新たなサービス産
業創出のため、関連する規制・制度や事業化の
可能性について調査・検討を行うとともに、
サービスの創出・事業化に対する支援を行っ
た。

イ　不安の解消、生涯を楽しむための医療・介
護サービスの基盤強化
安心で質の高い医療・介護サービスを安定的
に提供するためには、限られた医療資源を有効
に活用する必要があるが、医療・介護従事者の
不足や医師の診療科偏在・地域偏在等の課題の
解決が求められる。
平成24年度は引き続き医学部入学定員の増
員（平成24年度68人増）を行うとともに、医
師不足病院の医師確保を支援する「地域医療支
援センタ－」を全国15カ所から20カ所に拡大
し、その運営に対する財政支援を行った。
また、地域の医師確保の取組を進めるため、

「地域の医師確保対策2012」をまとめたほか、
多種多様な医療スタッフによるチーム医療の推
進等の取組を実施するとともに、平成24年4月
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から、一定の要件の下に介護職員等がたんの吸
引等を実施できるよう制度改正をし、医療職
種・介護職種の役割の見直し等を行った。
さらに、在宅医療や地域包括ケアを推進する
ため、平成24年度を「在宅医療・介護あんし
ん2012」と位置づけ、制度、報酬及び予算面
から包括的に取組を実施した。
また、平成24年度補正予算において、医師
確保対策の推進、介護と連携した在宅医療の体
制整備の支援等を図るため、地域医療再生基金
の積み増しを行った。

ウ　地域における高齢者の安心な暮らしの実現
医療、介護は地域密着型のサービス産業であ
り、地方の経済、内需を支えている。住み慣れ
た地域で生涯を過ごしたいと願っている高齢者
は多く、地域主導による地域医療の再生や在宅
介護の充実を図ることが、これからの地域社会
において重要である。そのため、介護関係者の
みならず、医療関係者や地域住民などの多職種
で地域の課題把握等を行う「地域ケア会議」の
取組の推進や、情報通信技術の活用による在宅
での生活支援ツールの整備などを進め、そこに
暮らす高齢者が自らの希望するサービスを受け
ることができる社会を構築する必要がある。
高齢者が安心して健康な生活が送れるように
なることで、生涯学習や、教養・知識を吸収す
るための旅行など、新たなシニア向けサービス
の需要も創造される。また、高齢者の起業や雇
用にもつながるほか、高齢者が有する技術・知
識等が次世代へも継承される。こうした好循環
を可能とする環境を整備していく。

（2）超高齢社会に対応するための調査研究等
の推進と基盤整備

ア　医療イノベーションの推進
医療イノベーションを関係府省が一体となっ
て推進するため、平成24年6月6日、医療イノ
ベーション会議は、「医療イノベーション5か
年戦略」を決定し、その内容は、同年7月31日
に閣議決定した「日本再生戦略」に盛り込まれ
た。

イ　高齢者に特有の疾病及び健康増進に関する
調査研究等
高齢者の介護予防や健康保持等に向けた取組
を一層推進するため、要介護状態になる大きな
要因である認知症、ロコモティブシンドローム
（運動器症候群）等に着目し、それらの予防、
早期診断及び治療技術等の確立に向けた研究を
行った。
微小ながんを超早期に発見し、がんの特性を
正確に把握するための画像診断システム等や、
微小ながんを追跡しながらピンポイントで治療
する次世代放射線治療機器等の研究開発を行う
「がん超早期診断・治療機器総合研究開発プロ
ジェクト」、生体内において幹細胞の増殖・分
化・再生を促進する次世代再生医療技術や、小
柄な体格にも適用可能な小型の埋込み型補助人
工心臓の研究開発を行う「次世代機能代替技術
研究開発事業」を推進している。また、中小企
業等のものづくり技術を活かして、医療現場の
課題・ニーズに応える医療機器の開発・改良を
推進するため、①医療現場からのニーズが高
く、課題解決に資する研究課題を選定し、②優
れたものづくり技術（切削、精密加工、コー
ティング等）を有する中小企業等と、それらの
課題を有する医療機関や研究機関等とが連携し
た「医工連携」による医療機器の開発・改良に
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ついて、③臨床評価、実用化までの一貫した取
組を実施している。
また、悪性新生物（がん）・生活習慣病等の
疾患の早期診断・治療薬開発に資する分子イ
メージング技術の実証に向けた研究等を行うと
ともに、次世代のがん医療の実現に向けて、革
新的な基礎研究の成果を厳選し、診断・治療薬
の治験等に利用可能な化合物等の研究を推進し
ている。さらに、こうした成果も活用しつつ、
個人に最適な医療の実現に向けた取組を引き続
き推進している。
また、アルツハイマー病等の認知症の疾患発
症経路・病態の解明により、予防法・治療法や
早期診断方法の開発に向けた研究基盤を整備し
た。

ウ　高齢者の自立・支援等のための医療・リハ
ビリ・介護関連機器等に関する研究開発
高齢者等の自立や社会参加の促進及び介護者
の負担の軽減を図るためには、高齢者等の特性
を踏まえた福祉用具や医療機器等の研究開発を
行う必要がある。
そのため、福祉用具及び医療機器について
は、福祉や医療に対するニーズの高い研究開発
を効率的に実施するためのプロジェクトの推
進、短期間で開発可能な福祉用具・医療機器の
民間による開発の支援等を行った。
その研究開発の一つとして、高齢者の生活支
援・社会参加拡大などに寄与するため、ヘルス
ケアや生活支援などの分野での活用を目指し、
ネットワークを通じた情報収集や情況分析を行
うことにより、きめ細やかな動作を実現する
ネットワークロボット技術の研究開発を実施す
るとともに、日常生活における行動・コミュニ
ケーション支援において必要となる簡単な動作
や方向、感情などを強く念じた際に生じる脳か

らの信号を利用し、移動支援機器やコミュニ
ケーション支援機器などに伝えることを日常的
に可能とする技術の研究開発を推進した。
また、「福祉用具の研究開発及び普及の促進
に関する法律」（平成5年法律第38号）に基づ
き、福祉用具の実用化開発を行う事業者に対す
る助成や、研究開発及び普及のために必要な情
報の収集・分析及び提供を実施した。
介護者支援等で役立つ生活支援ロボットにつ
いては、人との接触度が高く、より一層の安全
性が求められるため、関係者と連携しながら対
人安全技術等の開発や対人安全性基準、安全検
証手法の確立を進めるとともに、国際標準化に
向けた取組を実施した（表2－3－19）。
また、ロボット技術による介護現場への貢献
のため、平成24年11月12日に「ロボット技術
の介護利用における重点分野」を策定するとと
もに重点分野のロボット介護機器の開発・実用
化を行う企業等を支援するため「ロボット介護
機器開発パートナーシップ」を組織し、各重点
分野におけるロボット介護機器の今後の開発の
方向性について議論を行った。

エ　情報通信の活用等に関する研究開発
高齢者等が情報通信の利便を享受できる情報
バリアフリー環境の整備を図るため、高齢者等
向けの通信・放送サービスに関する技術の研究
開発を行う者に対する助成等を行っている。
また、最先端の情報通信技術等を用いて、運
転者に対し、周辺の交通状況等をカーナビゲー
ション装置を通じ視覚・聴覚情報により提供す
ることで危険要因に対する注意を促す安全運転
支援システム（DSSS）やITSスポット等、高
齢者等の安全快適な移動に資するITS（高度道
路交通システム）の研究開発及びサービス展開
を実施した。
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また、最先端の情報通信技術（IT）を活用
して、高齢者等の歩行の安全を確保するため、
携帯端末を用いた情報提供、移動支援に関する
研究開発等を実施している。

オ　高齢社会対策の総合的な推進のための政策
研究

（ア）団塊の世代の意識に関する調査
平成24年度は、団塊の世代が65歳に達し始
めるため、その世代を中心とした意識調査を通
じて団塊の世代の特性を把握し、高齢者が高齢

表2－3－19 　主な研究開発助成福祉用具の事例

○就労支援分野（就労、職業訓練など）
・上肢筋力が弱い人のための全方向駆動型モバイルアームサポート
オフィスチェアや電動車いすに取り付け、上肢の上下、前後左右方向の動きを支援するアームサポート。

・高齢者の振え（本態性振戦）を抑えるセミオーダー手首装具
個人の手の形状にフィットし、スパイラルデザインで、手首の動きを安定させる装具。

○自立支援分野（排泄、入浴、就寝・起床、移乗、移動など）
・エネルギー制御技術を利用した点字読取装置及び点字／文字プリンタ
サーマルヘッドによる点字読取、音声出力、点字／文字がプリントできる装置。

・車イス乗車用電動三輪車
車イスに乗ったまま、簡単なレバー操作で乗り降りでき、ステアリング・ブレーキ・スイッチ、走行中の風雨や飛来物から
運転者を保護するルーフなどを装備した、スクーター感覚で運転できる電動三輪車。

・トイレットペーパーオートフィーダー
片麻痺や点滴を受けたりしていて片手が使えない状態にある人が、トイレットペーパーを片手一本で、容易に一人で切り取
れるトイレットペーパーオートフィーダー。

・自立支援向けコミュニケーションロボット
音声認識による対話をもとにコミュニケーションをとることで高齢者や要介護者の自立を促し、QOL向上を図るとともに
介護者の負担軽減が可能なコミュニケーションロボット。

・高齢者ロコモティブシンドローム予防用具
運動器障害により要介護になるリスクの高い状態であるロコモティブシンドロームを予防するため、高齢者を対象とした段
階的圧迫着衣によるロコモティブシンドローム予防用具。

・被介護者の排泄時の自立支援用衣類
被介護者が自立して排泄行動が行えるように、尿取パッドが衣類および下着を脱がなくても取り出せる自立支援下着及び繰
り返し利用が可能の尿取パッド。

○介護支援分野（排泄、入浴、予防、移動、監視など）
・介護する女性・高齢者にやさしい車イス用ブレーキ
指の力を使わず、腕の力で車イスのブレーキがかけられ、上り坂、小回り、段差も楽にこなせる。

・ALS患者のためのIT文字盤及び意志伝達装置
CCDカメラ＋処理回路一体型タブレットPCのIT文字盤と連動する多機能意志伝達ソフトによる患者と介護者のコミュニ
ケーション機器。

・介護作業軽労化スーツ
中腰姿勢などが多い介護現場で、介護労働に適した筋力補助を行うことができる着用感もよい作業スーツ。

・簡単な動作で乗り降りできる車イス型移乗器
利用者の体格や症状等に合わせ、各部の高さ・位置が調整ができ、多種のベッドやトイレ等より広い環境へも適用できる、
ワンタッチ操作の移乗機器。

○生体機能代行（補助）分野（人工臓器、義手・義足など）
・視覚障害介護対象者の社会生活向上のためのスクラレルレンズ
スチーブンス・ジョンソン症候群、眼類天疱瘡などの眼疾患者用視覚補助具としての特殊ハードレンズ。

・小型酸素発生装置
呼吸弱者に室内外場所を問わずいつでも酸素を補給できる軽量小型の酸素発生器。

・高透湿性・高緩衝性能を有するシリコーン複合化断端袋
義肢使用において断端肢へかかる剪断力を緩衝するために使用する高透湿性かつ高緩衝性能を有する断端袋。

○その他
・ロコトレ座イス
高齢者や障害者が容易に足腰のトレーニングが行え、ロコモティブシンドロームによる要介護者発生のリスク軽減が期待で
きる。

・ベッド部材等の高性能リフレッシュ装置
ベッドのマットレスの芯まで強力洗浄、すすぎ、乾燥ができ、マットレスの再生機能を付加したリフレッシュ装置。

資料：NEDO（独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）作成
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社会の担い手として活躍することを促進する方
策を検討することを目的として、団塊の世代の
意識に関する調査を実施した。

（イ）高齢社会対策総合調査・研究等
高齢社会対策総合調査として高齢社会対策の
施策分野別にテーマを設定して高齢者の意識や
その変化を把握している。平成24年度は、主
として健康・福祉分野に関連して、高齢者の健
康状態、いきがい、食生活、介護、医療に関す
る点など、高齢期において安定した生活を送る
ために重要と思われる諸項目を調査する「高齢
者の健康に関する意識調査」を実施した。
また、高齢者等の安全・安心な生活の実現の
ために、独立行政法人科学技術振興機構が実施
する戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開
発）において、研究者と関与者との協働による
社会実験を含んだ、高齢社会の問題解決に資す
る研究開発を推進した。

6　全世代が参画する超高齢社会に対応
した基盤構築のための基本的施策

「全世代が参画する超高齢社会に対応した基
盤構築のための基本的施策」については、高齢
社会対策大綱において、次のような方針を示し
ている。

今後の超高齢社会に対応するために、高
齢者のために対応が限定された社会ではな
く、高齢社会に暮らす子どもから高齢者ま
で、全ての世代の人々が安心して幸せに暮
らせる豊かな社会を構築する。そのため
に、高齢者のみならず、世代間の交流を通
じた若者や子育て世代とのつながりを醸成
するとともに、若年者や女性の能力を積極

的に活用するなど、全ての世代が積極的に
参画する社会を構築するための施策を推進
する。

（1）全員参加型社会の推進
ア　若年者雇用対策の推進
（ア）新卒者・既卒者の就職支援
新卒者・既卒者の就職支援のため、全国に

「新卒応援ハローワーク」（平成25年4月1日現
在、57か所）を設置するとともに、ジョブサ
ポーターを活用し、学生等にきめ細かな支援を
行うとともに、大学等と一体となった就職支援
や中小企業とのマッチングを進めている。
また、卒業後3年以内の既卒者の就職を促進
するため、卒業後少なくとも3年間は新卒とし
て応募できるようにすること等を盛り込んだ、
雇用対策法に基づく「青少年雇用機会確保指
針」の周知を進めている。

（イ）フリーター等の就労支援の推進
全国のハローワークにおいて、フリーター等
に対し、支援対象者一人ひとりの課題に応じ
て、正規雇用化に向け、一貫したきめ細かな支
援を実施している。平成24年度からは、特に
フリーターの多い地域には、支援拠点として
「わかものハローワーク」（平成25年4月1日現
在、3か所）、「わかもの支援コーナー」等（平
成25年4月1日現在、211か所）を設置し、正
規雇用化の支援を強化している。
また、職業経験、技能、知識の不足等により
就職が困難な若年者等（45歳未満）について、
一定期間（原則3か月）試行的に雇用すること
により、業務遂行に当たっての適性や能力など
を見極めるとともに、求職者及び求人者の相互
理解を促進し、その後の正規雇用を図る「若年
者等トライアル雇用事業」（1人4万円、最大3
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